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ʕۙ೥ɼ੒ਓͷࣗࡴରࡦ͸ࠃϨϕϧͰਪਐ͞Ε͍ͯ·

͕͢ɼࣇಐ੨೥ظͰ͸ͲͷΑ͏ͳঢ়گͰ͠ΐ͏͔ɻ

　わがࠃにおける年間自殺者数（ܯ察ி自殺統計）は，
1997 年に 24
391 人にୡしたのをػに急増し，1998 年
以߱，連続して３ສ人を超える状態が続きました。自
殺者数の増加は，ਂࠁなࣾձ問題として޿く世間に

注目されることとなり，2006 年には自殺対جࡦ本法，
2007 年には自殺૯合対ࡦ大ߝが制定されるにࢸって
います。
　そして 2017 年には，自殺૯合対ࡦ大ߝの見௚しに
より，自殺ࢮ๢率をઌ進ॾࠃのਫ४まで減少させ，か
つ 2026 年までに 2017 年と比べて 30％以上減少させ
ることが数஋目標としてܝげられました。そのための
重点施ࡦの１つに，「ࢠども・ए者の自殺対ࡦを更に
ਪ進する」ことが明هされています。
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